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はじめに

『Oracle Solaris 11ネットワーキングの紹介』へようこそ。このドキュメント
は、Oracle Solaris 11.1ネットワークの確立に関するシリーズの一部で、Oracle Solaris
ネットワークを構成するための基本的なトピックおよび手順について説明していま
す。このドキュメントでは、Oracle Solarisがすでにインストールされていることを前
提にしています。ネットワークを構成する準備ができているか、またはネット
ワーク上で必要なネットワークソフトウェアを構成する準備ができているようにし
てください。

対象読者
このドキュメントは、Oracle Solarisが動作しており、ネットワーク内に構成されてい
るシステムの管理を行うユーザーを対象としています。このドキュメントを利用す
るにあたっては、UNIXのシステム管理について少なくとも 2年の経験が必要で
す。UNIXシステム管理のトレーニングコースに参加することも役に立ちます。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記規則
次の表では、このドキュメントで使用される表記上の規則について説明します。
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表P–1 表記規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 プレースホルダ:実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

コマンド例のシェルプロンプト
Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのシステムプロンプトと
スーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンドの例では、シェルプロンプ
トは、そのコマンドを通常のユーザーまたは特権を持つユーザーのどちらが実行す
るべきかを示します。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに
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Oracle Solaris 11システムでのネット
ワーク

このドキュメントでは、Oracle Solarisでのネットワークについて紹介します。Oracle
Solaris 11オペレーティングシステムを実行するシステム上でネットワークを構成す
る方法のベースとなる機能について説明します。

このドキュメントでは、TCP/IPスタック、IPアドレス、CIDR表記、サブネットな
どの基本的な概念を含む、ネットワークの基本的な理解に必要なすべてのトピック
を網羅しているわけではありません。これらのネットワークの概念について
は、『Solarisのシステム管理 (IPサービス)』の第 1章「Oracle Solaris TCP/IPプロトコ
ル群 (概要)」などのOracle Solarisの管理ガイドを含む、ネットワークに関するいずれ
かの入門書籍を参照してください。

Oracle Solarisのネットワークに関するトレーニングの受講については、Oracle Solaris
11 Training page (http://www.oracle.com/us/education/
selectcountry-new-079003.html)にアクセスしてください。

このドキュメントの内容は次のとおりです。

■ 7ページの「ネットワーク構成プロファイル」
■ 9ページの「Oracle Solarisでのネットワークスタック」
■ 15ページの「ネットワークデバイスとデータリンク名」

ネットワーク構成プロファイル
Oracle Solaris 11では、ネットワーク構成プロファイル (NCP)によってシステムの
ネットワーク構成が管理されます。システム上で一度にアクティブになることがで
きるNCPは 1つだけです。Oracle Solaris 11は、リアクティブと固定という 2つのタ
イプのNCPをサポートしています。そのタイプに応じて、アクティブなNCPは、シ
ステムのネットワーク構成がリアクティブまたは固定のどちらであるかを判定しま
す。

1第 1 章
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リアクティブネットワーク構成
リアクティブネットワーク構成では、ネットワークデーモンがシステムのネット
ワーク構成を監視します。システムのネットワーク状態が変化すると、そのネット
ワーク構成は新しい状態のために変更されます。たとえば、複数のネットワークイ
ンタフェースカード (NIC)を備えたシステムが 2つのネットワークに接続されたとし
ます。1つのネットワークでは、動的ホスト構成プロトコル (DHCP)サーバーが使用
できません。この状況では、システム上でリアクティブネットワーク構成を実装で
きます。2つのリアクティブNCPが定義されます。1つのNCPは、DHCPのサ
ポートがあるネットワークへのシステムの接続を管理します。もう一方のNCP
は、DHCPのサポートが存在しないときの接続を管理します。デーモンは、システ
ムが現在動作しているネットワーク状態に応じて、どちらかのNCPを自動的にアク
ティブにします。リアクティブ構成では、手動の再構成を必要とすることなく、シ
ステムが 2つのネットワーク設定に合わせて自動的に調整します。

システムのさまざまなネットワーク設定に適合するように、システム上に複数のリ
アクティブNCPを作成できます。ただし、対応する場所プロファイルとともに一度
にアクティブにすることができるのは 1つのNCPだけです。特定の状態に対してど
のリアクティブNCPをアクティブにするかを判定するためのポリシーを設定しま
す。

NCPについての詳細は、『Oracle Solaris 11.1でのリアクティブネットワーク構成を使
用したシステムの接続』を参照してください。

固定ネットワーク構成
固定ネットワーク構成は、リアクティブネットワーク構成の反対です。ネット
ワークデーモンは、システム上で特定のネットワーク構成をインスタンス化します
が、その構成をさまざまな状態に合わせて自動的に調整することはしません。固定
ネットワークを実装するには、システム上で固定プロファイルをアクティブにする
必要があります。システムには、リアクティブネットワークに対して複数のリアク
ティブプロファイルを設定できます。ただし、システム上に存在する固定プロ
ファイルは 1つだけです。

固定ネットワーク構成は、静的 IPアドレスの使用だけを指すわけではありませ
ん。リアクティブネットワーク構成が実装されているシステムでは、IPインタ
フェースに静的 IPアドレスが割り当てられたリアクティブプロファイルを作成でき
ます。このプロファイルは、たとえば、DHCPサービスが使用できない場合に使用
されます。

そのため、リアクティブネットワーク構成と固定ネットワーク構成は、単純に固定
または静的 IPアドレスが使用されるかどうかではなく、ネットワーク状態の変化に
合わせて自動的に調整するかどうかというシステムの機能の面から理解する必要が
あります。

ネットワーク構成プロファイル
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システムで生成されたプロファイル
Oracle Solaris 11.1を実行しているシステムでは、リアクティブネットワーク構成のた
めの Automaticと、固定ネットワーク構成のための DefaultFixedという 2つのNCP
がシステムによって自動的に作成されます。インストール中に有効にしたNCPがシ
ステムのアクティブなNCPになります。さらに、そのアクティブなNCPによって
ネットワーク構成のタイプが決定されます。Oracle Solaris 11.1のインストールについ
ては、『Oracle Solaris 11.1システムのインストール』の「テキストインストーラを使
用したネットワーク構成」を参照してください。

Automatic NCP以外に、リアクティブネットワークのためのその他のリアクティブプ
ロファイルを作成できます。ただし、DefaultFixedを除き、その他のどの固定プロ
ファイルもシステム上に設定できません。

Oracle Solarisをインストールしたら、netadmコマンドを使用して、リアクティブ
ネットワークと固定ネットワークを切り替えることができます。

# netadm enable -p ncp ncp-name

ここで、ncp-nameはアクティブにするNCPを示します。

Oracle Solarisでのネットワークスタック
ネットワークインタフェースによって、システムとネットワークの間の接続が提供
されます。これらのインタフェースはデータリンク上に構成され、それがさらにシ
ステム上のハードウェアデバイスのインスタンスに対応します。ネットワーク
ハードウェアデバイスは、ネットワークインタフェースカード (NIC)またはネット
ワークアダプタとも呼ばれます。NICは、システムの購入時にシステムに組み込ま
れ、すでに存在している場合があります。ただし、別のNICを購入して、システム
に追加することもできます。特定のNICは、カード上に存在する 1つのインタ
フェースしか備えていません。その他のブランドは、ネットワーク操作を実行する
ように構成できる複数のインタフェースを備えていることがあります。

以前のOracle Solarisリリース
ネットワークスタックの以前のOracle Solaris実装では、ソフトウェア層のインタ
フェースとリンクは、ハードウェア層のデバイス上に構築されます。より具体的に
説明すると、ハードウェア層のハードウェアデバイスインスタンスは、対応するリ
ンクがデータリンク層に存在し、構成されたインタフェースがインタフェース層に
存在します。ネットワークデバイス、そのデータリンク、および IPインタフェース
の間のこの 1対 1の関係を次の図に示します。

Oracle Solarisでのネットワークスタック
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図 1–1は、ハードウェア層の 2枚のNIC、つまり、1つのデバイスインスタンス
e1000g0を含む e1000と、qfe0から qfe3までの複数のデバイスインスタンスを含む
qfeを示しています。デバイス qfe0から qfe2までは使用されていません。デバイス
e1000gと qfe3が使用され、対応するリンク e1000gと qfe3がデータリンク層に存在
します。この図では、各 IPインタフェースに、それぞれに対応するベースとなる
ハードウェア e1000gと qfe3と同じ名前が付けられています。これらのインタ
フェースに IPv4または IPv6アドレスを構成して、両方のタイプのネットワークトラ
フィックをホストすることができます。インタフェース層にループバックインタ
フェース lo0が存在することにも注意してください。このインタフェースは、たと
えば、IPスタックが正常に機能していることをテストするために使用されます。

スタックの各層では、異なる管理コマンドが使用されます。たとえば、dladm

show-devコマンドは、システムにインストールされているハードウェアデバイスを

図 1–1 ネットワークデバイス、リンク、およびインタフェースを示すネットワークスタック -
以前のOracle Solaris実装

Oracle Solarisでのネットワークスタック
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一覧表示します。dladm show-linkコマンドは、データリンク層のリンクに関する情
報を一覧表示します。ifconfigコマンドは、インタフェース層の IPインタフェース
構成を表示します。

このモデルでは、デバイス、データリンク、およびインタフェースをバインドする 1
対 1の関係が存在します。この関係は、ネットワーク構成がハードウェア構成と
ネットワークトポロジに依存していることを示します。ハードウェア層でNICの交
換やネットワークトポロジの変更などの変更が実装された場合は、インタフェース
を再構成する必要があります。

Oracle Solaris 11の実装
Oracle Solaris 11では、ハードウェア、データリンク、およびインタフェース層の間
の 1対 1の関係はそのままです。ただし、ソフトウェア層がハードウェア層から切り
離されています。この分離により、ソフトウェアレベルでのネットワーク構成
は、ハードウェア層のチップセットやネットワークトポロジにバインドされなくな
りました。この実装によって、ネットワーク管理の柔軟性が次のように向上してい
ます。

■ ネットワーク構成が、ハードウェア層で発生する可能性のあるあらゆる変更から
分離されます。ベースとなるハードウェアが取り外された場合でも、リンクおよ
びインタフェース構成は保持されます。そのため、2枚のNICのタイプが同じで
あれば、これらの同じ構成をどの交換用NICにも再適用できます。

■ ネットワーク構成をネットワークハードウェア構成から分離すると、データリン
ク層でのカスタマイズされたリンク名の使用も可能になります。

■ データリンク層の抽象化により、VLAN、VNIC、物理デバイス、リンクアグリ
ゲーション、IPトンネルなどの複数のネットワークの抽象化または構成が共通の
管理エンティティー (つまり、データリンク)に統合されます。

次の図は、デバイス、リンクタイプ、およびそれに対応するインタフェースの間の
相互関係を示しています。

Oracle Solarisでのネットワークスタック
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図 1–2 ネットワークデバイス、リンク、およびインタフェースを示すネットワークスタック - Oracle Solaris 11の実
装

Oracle Solarisでのネットワークスタック
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注 –この図では、各データリンクに、システム上で実行する特定の機能に従って
(video0や sales2などの)名前が付けられています。この図は、データリンクに名前
を付けることができる柔軟性を強調しています。ただし、OSで提供される (net0な
どの)デフォルトの中立的な名前を使用すれば十分であり、その方法をお勧めしま
す。データリンク名については、15ページの「ネットワークデバイスとデータリン
ク名」で説明されています。

図 1–2はまた、管理用に選択された名前をネットワーク設定でどのように使用でき
るかのサンプルも示しています。

■ 仮想ローカルエリアネットワーク (VLAN)は、net0リンク上で構成されていま
す。これらのVLANにはさらに、sales1や sales2などのカスタマイズされた名前
も割り当てられています。VLAN sales2の IPインタフェースは plumbされ、動作
しています。

■ デバイスインスタンス qfe0と qfe2のデータリンクは、OSによって自動的に指定
されています。これらの 2つのデータリンクは、ビデオフィードをホストするた
めに集約されます。このアグリゲーションの名前はカスタマイズできます。この
図では、このアグリゲーションに video0という名前が付けられています。

■ ベースとなるハードウェア (e1000gと qfe)が異なる 2つのインタフェース (net0と
net1)が、itops0と呼ばれる IPマルチパス (IPMP)グループとしてグループ化され
ています。

■ 2つのインタフェースにはベースとなるデバイスがありません。トンネル vpn1は
VPN接続のために構成されており、lo0は IPループバック操作のために存在しま
す。

この図にあるリンクおよびインタフェース構成はすべて、ベースとなるハード
ウェアの構成から独立しています。たとえば、qfeカードが交換されても、ビデオト
ラフィックのための video0インタフェース構成はそのままであり、あとで交換用
NICに適用できます。

同じネットワークスタック実装のデータリンク層で、次の図に示すようなブリッジ
を構成できます。2つのインタフェース net0と videoagg0がブリッジ bridge0として
構成されています。1つのインタフェース上で受信されたパケットは、もう一方のイ
ンタフェースに転送されます。ブリッジを構成したあとも、両方のインタフェース
を引き続き、VLANおよび IPインタフェースを構成するために使用できます。

Oracle Solarisでのネットワークスタック
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ブリッジおよびブリッジの構成については、『Oracle Solaris 11.1ネットワークパ
フォーマンスの管理』の第 4章「ブリッジネットワークの管理 (タスク)」で説明され
ています。

図 1–3 Oracle Solaris 11のネットワークスタックでのブリッジ

Oracle Solarisでのネットワークスタック
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ネットワークデバイスとデータリンク名
管理者は、管理の観点から、データリンクの上に IPインタフェースを作成しま
す。データリンクは、開放型相互接続 (OSI)モデルの第 2層のリンクオブジェクトを
表します。物理リンクはデバイスに直接関連付けられ、デバイス名を所有しま
す。デバイス名は基本的に、ドライバ名とデバイスインスタンス番号を含むデバイ
スインスタンス名です。インスタンス番号には、システム上でそのドライバを使用
するNICの数に応じて、0から n-1までの値を割り当てることができます。

たとえば、ホストシステムとサーバーシステムの両方でプライマリNICとして使用
されることが多いギガビット Ethernetカードについて考えてみます。このNICの標
準的なドライバ名には、bgeや e1000gなどがあります。プライマリNICとして使用
される場合、ギガビット Ethernetインタフェースには、bge0や e1000g0などのデバイ
ス名が割り当てられます。その他のドライバ名には、ngeや nxgeなどがあります。

このOracle Solarisリリースでは、デバイスインスタンス名は引き続き、ベースとな
るハードウェアに依存します。ただし、ハードウェア層とソフトウェア層の分離の
結果として、これらのデバイスの上にあるデータリンクは同様にはバインドされま
せん。そのため、これらのデータリンクには、その構成のベースとなっているデバ
イス名以外の名前を付けることができます。

デフォルトの汎用リンク名
Oracle Solaris 11では、データリンクにはデフォルトで自動的に汎用名が提供されま
す。この名前の割り当てでは、net#という命名規則が使用されます。ここで、#はイ
ンスタンス番号です。このインスタンス番号は、net0、net1、net2などのよう
に、デバイスごとに増分します。

汎用名または柔軟なリンク名は、次の例に示すようなネットワーク構成における利
点を提供します。

■ 1つのシステム内では、動的再構成 (DR)がより容易になります。特定のNICのた
めのネットワーク構成を、別のNIC交換で継承できます。

■ ネットワーク設定に関しては、ゾーンの移行の複雑さが減ります。移行先システ
ムのリンクが、移行の前にそのゾーンに割り当てられていたリンクとの間で同じ
名前を共有している場合は、移行されたシステム内のゾーンでそのネットワーク
構成が保持されます。そのため、移行のあと、そのゾーンでの追加のネット
ワーク構成は必要ありません。

■ システム構成 (SC)マニフェストで指定されているネットワーク構成には、汎用の
名付けスキームが役立ちます。プライマリネットワークデータリンクには一般
に、すべてのシステムで net0という名前が付けられます。そのため、net0の構成
を指定する複数のシステムで、汎用の SCマニフェストを使用できます。

ネットワークデバイスとデータリンク名
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■ また、データリンクの管理も柔軟になります。たとえば、図 1–2に示すよう
に、データリンクで提供される特定の機能が反映されるように、データリンクの
名前をさらにカスタマイズできます。

次の表は、ハードウェア (NIC)、デバイスインスタンス、リンク名、およびその
リンク上のインタフェースの間の新しい対応関係を示しています。データリンク
の名前は、OSによって自動的に提供されます。

ハードウェア (NIC) デバイスインスタンス
リンクの割り当てられた名
前 IPインタフェース

e1000g e1000g0 net0 net0

qfe qfe1 net1 net1

この表に示されているように、デバイスインスタンス名がハードウェアに基づい
たままであるのに対して、データリンクの名前は、インストールされたあとの
OSによって変更されています。

汎用名が付けられたデータリンクと、それに対応するデバイスインスタンスの間の
マッピングを表示するには、dladm show-physサブコマンドを使用します。例:

# dladm show-phys

LINK MEDIA STATE SPEED DUPLEX DEVICE

net2 Ethernet up 1000 full bge2

net0 Ethernet up 1000 full e1000g0

net3 Ethernet up 1000 full nge3

net1 Ethernet up 1000 full e1000g1

データリンクへの汎用名の割り当て
Oracle Solarisでは、特定の条件に基づいて、OSがすべてのデータリンクの汎用名を
提供します。すべてのデバイスが、同じ接頭辞 netを共有します。ただし、インス
タンス番号は、次に基づいて割り当てられます。

■ 物理ネットワークデバイスは、メディアタイプに従って順序が付けられます。こ
こでは、特定のタイプがほかのタイプより優先されます。メディアタイプは、次
の降順の優先順位で順序が付けられています。

1. Ethernet
2. IP over IB (Infinibandデバイス)
3. Ethernet over IB
4. WiFi

■ デバイスがメディアタイプに従ってグループ化およびソートされたあと、これら
のデバイスは、その物理的な場所に基づいてさらに順序が付けられます。ここで
は、システムボード上のデバイスが周辺デバイスより優先されます。

ネットワークデバイスとデータリンク名
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■ そのメディアタイプと場所に基づいてより高い優先順位を持つデバイスに、より
小さいインスタンス番号が割り当てられます。

これらの条件に基づくと、より下位のマザーボードまたは IOボード、ホストブ
リッジ、PCIeルートコンプレックス、バス、デバイス、および機能上の Ethernetデ
バイスが、ほかのデバイスより高くランク付けされます。

リンク名、デバイス、および場所の対応関係を表示するには、次のように dladm

show-physコマンドを使用します。

# dladm show-phys -L

LINK DEVICE LOCATION

net0 e1000g0 MB

net1 e1000g1 MB

net2 e1000g2 MB

net3 e1000g3 MB

net4 ibp0 MB/RISER0/PCIE0/PORT1

net5 ibp1 MB/RISER0/PCIE0/PORT2

net6 eoib2 MB/RISER0/PCIE0/PORT1/cloud-nm2gw-2/1A-ETH-2

net7 eoib4 MB/RISER0/PCIE0/PORT2/cloud-nm2gw-2/1A-ETH-2

オペレーティングシステムによって汎用リンク名
が割り当てられる方法のカスタマイズ
Oracle Solarisでは、リンク名の割り当て時に接頭辞 netが使用されます。ただし、代
わりに ethなどの任意のカスタム接頭辞を使用できます。また、必要に応じて、中
立的なリンク名の自動割り当てを無効にすることもできます。

注意 –汎用リンク名が自動的に割り当てられる方法は、Oracle Solarisをインストール
する前にカスタマイズする必要があります。インストール後は、既存の構成を削除
しないかぎり、デフォルトのリンク名をカスタマイズすることはできません。

リンク名の自動割り当てを無効にしたり、リンク名の接頭辞をカスタマイズしたり
するには、システム構成 (SC)マニフェストで次のプロパティーを設定します。SCマ
ニフェストは、Oracle Solarisの自動インストーラ (AI)機能によって使用されます。

<service name="network/datalink-management"
version="1" type="service">

<instance name="default enabled="true">
<property_group name=’linkname-policy’

type=’application’>

<propval name=’phys-prefix’ type=’astring’

value=’net’/>

</property_group>

</instance>

</service

ネットワークデバイスとデータリンク名
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太字で示されているように、デフォルトでは、phys-prefixの値は netに設定されま
す。

■ 名前の自動割り当てを無効にするには、phys-prefixに設定されている値をすべ
て削除します。名前の自動割り当てを無効にした場合、データリンク名は、関連
付けられたハードウェアドライバ (bge0や e1000g0など)に基づきます。

■ net以外の接頭辞を使用するには、phys-prefixの値として (ethなどの)新しい接
頭辞を指定します。

phys-prefixに指定された値が無効な場合は、その値は無視されます。その場
合、データリンクには、関連付けられたハードウェアドライバ (bge0や e1000g0など)
に従って名前が付けられます。有効なリンク名に関する規則については、20ページ
の「有効なリンク名のための規則」を参照してください。

アップグレードされたシステムでのリンク名
Oracle Solaris 11リリースが新しくインストールされたシステムでは、データリンク
には net0から netN-1までの名前が自動的に付けられます。ここで、Nはネット
ワークデバイスの総数を表します。

これに対して、Oracle Solaris 11 Expressからアップグレードした場合、データリンク
では、アップグレードの前に確立されていた名前が保持されます。これらの名前
は、ハードウェアに基づくデフォルトの名前か、または管理者がアップグレードの
前にデータリンクに割り当てたカスタマイズされた名前のどちらかです。さら
に、これらのアップグレードされたシステムでは、そのあとに追加される新しい
ネットワークデバイスも、汎用名を受け取るのではなく、ハードウェアに基づくデ
フォルトの名前を保持します。アップグレードされたシステムでのこの動作によ
り、OSによって割り当てられた汎用名が、その他のハードウェアに基づく名前
や、アップグレードの前に管理者によって割り当てられたカスタマイズされた名前
と混在しないことが保証されます。

Oracle Solaris 11が動作するシステムでは、ハードウェアに基づく名前とOSによって
提供されたリンク名の両方を、ほかの任意の名前に置き換えることができます。通
常、システムのネットワーク構成の作成には、OSによって割り当てられたデフォル
トのリンク名で十分です。ただし、リンク名を変更するには、以降のセクションで
説明されている重要な考慮事項に注意してください。

ハードウェアに基づくリンク名の置き換え
システムのリンクにハードウェアに基づく名前が付けられている場合は、これらの
リンクの名前を少なくとも汎用名に変更します。ハードウェアに基づく名前を保持
した場合は、あとでこれらの物理デバイスを取り外したり、交換したりしたとき
に、混乱が発生する可能性があります。

ネットワークデバイスとデータリンク名
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たとえば、デバイス bge0に関連付けられたリンク名 bge0を保持したとします。リン
ク構成はすべて、そのリンク名を参照することによって実行されます。あとで、NIC
bgeをNIC e1000gに交換したとします。以前のデバイスのリンク構成を新しいNIC
e1000g0に再適用するには、リンク名 bge0を e1000g0に再割り当てする必要がありま
す。ハードウェアに基づくリンク名 bge0を関連付けられた別のNIC e1000g0と組み
合わせると、混乱が発生することがあります。ハードウェアに基づかない名前を使
用することによって、そのリンクを関連付けられたデバイスからより適切に区別す
ることができます。

リンク名の変更に関する注意事項
ハードウェアに基づくリンク名の置き換えはベストプラクティスですが、それで
も、リンクの名前を変更する前には慎重な計画が必要です。デバイスのリンク名を
変更しても、その新しい名前が、既存の関連付けられたすべての構成に自動的に反
映されるわけではありません。次の例は、リンク名を変更した場合のリスクを示し
ています。

■ IPフィルタの構成にある一部の規則は、特定のリンクに適用されます。リンクの
名前を変更すると、振り分け規則は引き続き、そのリンクの元の名前を参照しま
す。その結果、リンクの名前を変更したあと、これらの規則は期待どおりに動作
しなくなります。新しいリンク名を使用して、そのリンクに適用されるように振
り分け規則を調整する必要があります。

■ ネットワーク構成情報をエクスポートする可能性を考慮してください。前に説明
したように、OSによって提供されるデフォルトの net#の名前を使用する
と、ゾーンを移行し、ネットワーク構成を別のシステムに容易にエクスポートす
ることができます。ターゲットシステムのネットワークデバイスに net0や net1

などの汎用名が付けられている場合、これらのゾーンは単純に、そのゾーンに割
り当てられたデータリンクに名前が一致するデータリンクのネットワーク構成を
継承します。

そのため、一般的な規則として、データリンクの名前はランダムに変更しないでく
ださい。データリンクの名前を変更する場合は、そのリンクの関連付けられたすべ
ての構成が、リンク名が変更されたあとも引き続き適用されることを確認してくだ
さい。リンクの名前を変更することによって影響を受ける可能性のある一部の構成
は、次のとおりです。

■ IP振り分け規則
■ /etc/dhcp.*などの構成ファイルで指定されている IP構成
■ Oracle Solaris 11ゾーン
■ autopush構成

ネットワークデバイスとデータリンク名
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注 –リンクの名前を変更したときに autopush構成を変更する必要はありませ
ん。ただし、リンクの名前が変更されたあと、この構成がリンクごとの autopush

プロパティーでどのように動作するかを認識しておく必要があります。詳細
は、『Oracle Solaris 11.1での固定ネットワーク構成を使用したシステムの接
続』の「データリンク上の STREAMSモジュールの設定」を参照してください。

有効なリンク名のための規則
リンク名を割り当てる場合は、次の規則に従ってください。

■ リンク名は、文字列と物理接続点 (PPA)番号で構成する必要があります。
■ リンク名は、次の制約に従う必要があります。

■ 名前は 3文字から 8文字までの間で構成されることが理想です。ただし、名前
の最大文字数は 16です。

■ 名前のための有効な文字は、英数字 (a-z、0-9)とアンダースコア (_)です。

注意 –リンク名には大文字を使用しないでください。

■ 各データリンクに割り当てるリンク名は、一度に 1つだけにする必要がありま
す。

■ 各データリンクには、システム内で一意のリンク名を割り当てる必要がありま
す。

注 –追加の制限として、lo0を柔軟なリンク名として使用することはできません。こ
の名前は、IPループバックインタフェースを識別するために予約されています。

リンク名を割り当てるときに、ネットワーク設定内のリンクの機能が役立つリ
ファレンスになる場合があります。たとえば、netmgt0をネットワーク管理専用のリ
ンクにすることができます。Upstream2を ISPに接続するリンクにすることができま
す。混乱を回避するための一般的な規則として、既知のデバイスの名前をリンクに
割り当てることはしないでください。
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